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	　出 張 先　　仙台市民会館

	研修要旨（プログラム毎に）　　　研修に関する考察（プログラム毎に）


＜考察＞

　今回の研修は東北大学病院看護部長　高瀬チエ先生と筑波大学看護・医療科学類長　紙屋克子先生の講義だった。看護課長になり看護管理とは何をする仕事なのか？を解らずにいたときに“私たちの看護管理実践”という本を買った。これは紙屋先生と住吉蝶子先生の対談だった。紙屋先生は、北海道大学医学部附属看護学校卒業後、北海道大学医学部附属病院で11年間臨床看護婦として勤務し、その後北星学園大学文学部社会福祉学科に入学している。同大学を卒業後札幌麻生脳神経外科病院の開設準備に携わり1985年同院看護部長として勤務。同院の看護部長として勤務しながら1994年には北海学園大学修士課程を修了。1995年からは同院副院長となり、同年より筑波大学大学院教授を兼任している。一方の住吉先生は天使所持短期大学卒業後、富士製鉄病院勤務を経て、新潟県長岡厚生連中央看護専門学校専任教員となり、1967年にはアメリカのプロビデンス病院に勤務。1972年にはワシントン州カトリック看護大学を卒業、1974年には同大学大学院看護管理コースを卒業している。1989年にはワシントン州でエクセレントナース賞を受賞した。1995年国際医療福祉大学教授に就任。1999年には札幌医科大学保健医療学部教授に就任している。

　このような経歴を持つお二人の対談には、看護管理とは目的とビジョンの明確化、看護における経済感覚の必要性、スタッフ育成と組織作り、病院経営と看護部のあり方、リスクマネージメントなど、看護管理に関する情報をお二人の感覚で語られており、非常に解りやすく、またアメリカにおける看護婦の地位やプロ意識など非常に興味深くもあった。だからこそ、本物の紙屋先生のお話を聞けることは非常に楽しみだった。

　実際に紙屋先生のお話を聞いて一番強く感じたことは、“エビデンスの重要性”である。看護を提供するとき解剖学の視点から考えたことなどなかったが、“エビデンス”を考えるのであれば確かに解剖学から考えるべきであり、だからこそ紙屋先生が麻生脳神経外科病院で実践したケアが大きな成果を残したのであり、それが現在の教員としてのスタッフ教育につながっている。さらに、しっかりとした“エビデンス”に基づいたケアを提供し成果をあげてきたことが、紙屋先生のプロとしての自身につながっていることがよくわかった。“エビデンスに基づいた看護”だからこそ、医師からも意見を求められる存在になることができたのである。紙屋先生の講義では患者様の写真がたくさんあったが、“エビデンスに基づいたケア”を提供した結果、どれだけ患者様の表情が変化するのかが、一目瞭然だった。その変化は私にとっては非常に大きな衝撃でもあり、人間の可能性を目の当たりにした瞬間だった。

　紙屋先生の講義で紹介していただいた患者様の変化はどれも皆大きな驚きと感動を感じるものだったが、中でも最後に紹介された患者様のケースでは涙が出てきた。

　その患者様は、結婚し始めて生まれた子供が先天的な障害を持っており、自分の子供に肝臓を提供した父である。父は子供の治療費が高額であるため、自分が肝臓を提供した後、休むまもなく仕事に復帰した。その仕事中に事故にあい、脳挫傷で意識もなく全身の麻痺がある状態が数年続いていた患者様である。治療が長期になるため、病院を転院するとなったときに、主治医が「かすかに指先が動くことがあるが、それが意識が戻る前兆であれば大変なことである。気になるので一度見てほしい。」と紙谷先生に依頼があった。紙屋先生は、“この人は意識が戻る”と判断しケアを提供した結果、現在声は出せないものの自分の意思をパソコン（パソコンは打ち込んだ文字を音声で伝えることができる）で他者に伝えることができるまでに回復している。パソコンを使って意志表示できるようになったとき、生体肝移植をした子供も見守る中で、“今一番食べたいものはなに？”という質問に「ビール」と答えた。そのときに一番大きな反応を示したのが子供。何しろ自分が物心ついてからずっと、父親は寝たきりで全く動かず、物を言わない存在だったのだから。それが、パソコンによる音声だとは言え、初めて父親の声を聞いたのである。子供は「ビール！ビール！」と言いながら病室内を走り回っていた。それを見た父親の気持ちはどんなだったのだろうか？周囲のことはわかっているのに自分でそれを伝える術がなかった2年間、いったいどういう気持ちだったのだろうか？

　また高瀬先生は、看護職員770名という大所帯を管理する実践活動の中から看護管理について講義してくださった。やはり理念と目標と計画的な人材育成、それに経営を考えた看護管理が必要である事を痛感した。看護師比率が低くまた看護資格者の数もぎりぎりで、看護補助者に多くの業務を任せなければならない当院の現状を考えると、いかに効率よく人材育成し、看護力を底上げするかが今後の看護管理の大きな問題である。人材育成に欠かせないのはスタッフ一人一人の専門職者としての意識をしっかりと持たせることがまず必要なのだが、それすら十分にできていない今、誰に・どのように・誰が・アプローチすればいいのだろうか？今までもいろいろと手を変え品を変えアプローチしてきたが、はっきりとした手ごたえがない。新たなやり方を考えなければならないが、そろそろ手持ちのコマがなくなってきたことも事実である。頭が痛い。

　

これは紙谷先生とともに、現在もリハビリを続けている父親が家族に向かって書いた自筆のメッセージである。

“○○（奥さんの名前）、大変だろうけど頑張れよ。俺も頑張る。必ず歩いて帰るから。新しい家族の未来を信じて。”

　一つ一つの文字はゆがんではいるものの、力強くしっかりと書かれていた。思わず涙・・。それと同時に紙谷先生への尊敬のまなざし・・。紙谷先生のようにはできるはずはないが、私も自分の信念をしっかりと持って、プロとして自信を持って患者様に接することができるように頑張ろう！と大きなエネルギーをもらった研修でした。

＜研修要旨＞

実践に活かす看護論Ⅰ　

講師　東北大学病院　高瀬　チエ

1、 理念とは

仕事をするにあたり志・信念・使命に値する。

仕事とは、人に役立つことである。

貢献＝自己実現

2、 組織とは（C.I.バーナードの組織を作る3つの条件）

組織とは、「2人以上の人々の意識的に調整された活動や諸力の体系」

1 伝達、②協働・意欲、③共通の目的

これらは有効であり、能率的でなければならない。

3、 経営目的とは

「顧客の創造と維持」・・・これには理念と戦略が必要である。

→存続と能率→顧客満足と貢献を果たすものである。

4、 経営理念を浸透させる（3つの教育）

1） 職能教育

1 ほう・れん・そう（報告・連絡・相談）

2 PDCA(マネジメントサイクル)

2） 態度評価

　接遇教育（謙虚さ、誠実さ、OJT）

3） 可能思考教育

1 前向き

2 肯定的

3 積極的

4 プラス思考

5 協調的

5、 理念（存在理由を明確に）

戦略とは

理念を実現するための方法、手段が戦略であり、理念を実現するためには戦略が必要である。

1 誰に売るか

2 誰に何を売るか

3 どうやって売るか

4 どうやって管理するか

6、 これからの課題

「質の高い効率的で安全な医療の提供」

→全職員がそれぞれの施設の存在目的、役割、経営実態について共通の認識と理解を確認していくことが大切

看護の専門性を高める実践と評価　　－意識障害の看護と生活支援技術の開発から－

筑波大学人間総合科学研究科　　紙屋　克子

１、看護評価→経済評価につなげることが必要・・・時代に求める看護の成果？

　　看護の質向上のためには人員増が必要→看護の正当な評価が必要→実績を社会に示すことが大切

　　（現在看護ケアに対する診療報酬は殆ど認められていない・・・看護の専門性はどこにあるのか？）

２、日本の文化、日本人の心理を理解すること

　　臨床看護師は研究者であるべきである。

　　優しい思いだけでは看護はできない。技術も必要！

３、高齢者における注意

　　高齢者は反射レベルが低下している。

→むせないからといって安心できない。（むせなくても誤嚥している）

見落としてはいけないのは気道伸展位（後部後屈位）→後頭筋の萎縮

４、看護リハビリ　　Nursing Biomechanics

　　ケアの提供そのものがリハビリになる。

　　関節は1日1回最大可動域の運動を確保していれば拘縮はこない。→体位変換時に関節可動域の運動を取り入れる。

　　拘縮予防→回復期の患者様からの回復のメッセージを聞き取れなくなってしまうことを予防する。

　　

　　

５、記録にデジカメを使用するなど、記録の短縮かつわかりやすい記録を作る。

６、脳のリハビリのために

　　足の裏、指先、口腔を刺激することで、脳表面の約１/２を刺激することができる。

　　→①足の裏を床につける、②指先を動かす、③口から食べることが脳の活性化を促す。

7、 事例紹介

1） 椅子に座って表情が変化した事例

2） 体がくの字に曲がってしまっていた少女が立って話せるようになった事例

3） 意識レベル２００台の少女が普通に生活できるようになった事例

4） 交通事故で２年も意識がなく全身の拘縮が見られていた男性が自筆で妻に手紙を書けるようになった事例

これらの事例は、いずれも医師が麻痺や意識障害が回復することはないと判断していた事例である。それが、紙屋先生が実践するNursing Biomechanics　により、人間としての生活を取り戻すことができた事例であり、看護の実績である。

紙谷先生は、看護実践にあたりその目的を踏まえて解剖学・生理学・病態学・運動力学・発達理論などのエビデンスを基に生活支援を行っている。事例で紹介されていた写真は非常に衝撃的だった。全てが“まさか！”なのである。

反面、エビデンスに基づいたケアを提供することによって、これほどの変化をもたらすことができることを目の当たりにし、看護の可能性を考えることができた。



自分の生活に余裕のない人が良い看護ができるわけがない。上手にリフレッシュすること！





人生観・社会観・企業観





エビデンスに基づいたケア








　　　　　　　　　　確かな看護実績として誰もが認めることができる。








